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高速レースを間近で観戦！
みとよサイクルロード宝山湖９th

平和への決意 新たに
三豊市戦没者追悼式

五穀豊穣を願って
どぶろくまつり スーパーカーが夢と一緒にやってきた！

三豊ドリームカーフェスタ2018

大好評！クラフトと食の祭典
第6回つくるフェスティバルinみとよ

地域の皆さんへ感謝を込めて
大浜小学校閉校記念くすの庭発表会

1010／28  宝山湖（山本町）28  宝山湖（山本町）

1111／8  マリンウェーブ8  マリンウェーブ

1010／20  宇賀神社（豊中町）20  宇賀神社（豊中町）

1111／11  ゆめタウン三豊ほか11  ゆめタウン三豊ほか

1010／20～21  宗吉瓦窯跡史跡公園・宗吉かわらの里展示館20～21  宗吉瓦窯跡史跡公園・宗吉かわらの里展示館

1111／3  大浜小学校体育館（みどりの村管理センター）3  大浜小学校体育館（みどりの村管理センター）

9 回目を迎えたみとよサイクルロードは、快晴の中開催され、選
手たちは実力別の 7レースに分かれて日ごろの成果を発揮しまし
た。宝山湖周辺の 1周 3.5㎞のアップダウンの激しいコースを舞
台に熱戦が繰り広げられ、迫力あるレースを間近で観戦できると
あって、大勢の観戦客から出場者へ声援が送られました。

先の大戦で尊い命を失った方々をしのんで、戦没者追悼
式が開催され、遺族や来賓など約 400人が参列しました。
式では、一人ひとりが祭壇に白い菊の花を手向け、追悼の
意をささげるとともに、平和への決意を新たにしました。

四国で唯一どぶろくを作るの
が許されている宇賀神社で、今年
も恒例のどぶろくまつりが開催されま
した。境内では、笠田小学校の子どもたちによる演芸大会
や地元の七尾獅子舞や太鼓台の奉納も行われ、多くの人で
にぎわいました。

5回目を迎えたドリームカーフェスタには、今回もフェラー
リやポルシェ、ランボルギーニなどのスーパーカー約 50台が、
オープン 10周年を迎えたゆめタウン三豊に集結。開会式後に
は、父母ヶ浜や津嶋神社などの市内の観光名所を回り、沿道に
はスーパーカーを一目見ようと多くの家族連れや車好きな人が
訪れました。

今回で、6回目となる「つくるフェスティバル」には、
県内外から集まったクラフト作家のほか、パン＆スイーツ

マルシェなど 40 店舗を超える出
店があり、大勢の人が訪れました。
絵付け体験や木工製品のワークシ
ョップでオリジナルの作品が作れる
とあって、子どもたちも夢中になっ
ていました。直接作家から 1点もの
の作品が買えると人気のイベントで、
地元の特産品やグルメも同時に楽し
むことができました。

本年度末で閉校する大浜小学校が、閉校記
念行事として学習発表会を行いました。
「ようこそ竜宮城へ P

パ ー ト

ART2」と題した劇で
は、全校児童 11人が浦島太郎や乙姫様に扮し
て、自慢のふるさと・大浜を紹介。ストーリ
ーの中では、低・中・高学年がそれぞれ、町
の様子や学校の樹木、伝統行事について調べ
た成果を披露しました。出し物が終わるたび
に、会場からは惜しみない拍手が送られました。

▲前半は集団が固まりますが、周回を重ねる
とると、グループにばらけてきます

▲沿道には、熱い声援を送る
お客さんの人だかり

▲坂を上りながらコーナーを曲がります

▲長い下り坂を
勢いよく通り抜
けていきます

▲

ラストスパート
の接戦を制し、歓
喜のガッツポース

▲浦島太郎と乙姫様の衣装を着た児童11人が「ありがとう大浜小学校」と
感謝の気持ちを伝えました

▲ハンドベルと鉄琴・木琴を演奏
し、11人全員で「ふるさと」を合奏

▲お客さんは、クラフト作家と直接話を
しながら、作品を選んでいました

▲出発前にゆめタウン三豊に集まったスーパーカー

招き猫の絵付け体験もできました▲

▲1・2年生は町探検で調べたこと
から、クイズを出題

▲3・4年生は学校の樹木の特徴を、
木の精になって発表

▲5・6年生は地域の人から聞いた
話をもとに、伝統行事を紹介


